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研究成果の概要（和文）：本研究は，浮き出し文字の触読性に関する客観的な実証データを国内外において収集するこ
とを目的として浮き出し文字の触読性の評価実験を行ったものである．本研究の成果として，浮き出し文字の触読性に
関する基礎的知見を得ることができた．本研究による触知覚特性の知見は，今後触覚を活用した視覚障害者の為の国内
外における関連規格作成の際にも有用な知見となるであろう．

研究成果の概要（英文）：In this study, for acquisition of objective data regarding readability of raised 
character from both domestically and abroad, we conducted some experiments to investigate the readability 
of raised character. From this study, we learned a lot about fundamental knowledge of readability of 
raised character from our exemeriments. This knowledge will be useful in creating more effective tactile 
aids and revising domestic and international standards of tactile aids.

研究分野： 福祉工学
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１．研究開始当初の背景 
 

情報入手障害といわれる視覚障害者への
配慮は早急に対策が必要な課題とされ，高齢
者及び障害のある人々のニーズに対応した
規格を作成するために日本が提案し ISO で
承認された配慮設計指針（ISO/IEC ガイド
71）①に基づいた様々な規格が制定されてき
ている．筆者は，無色透明な紫外線硬化樹脂
インク製点字（UV 点字）（図 1）の読み易さ
の評価研究や製法改良に取り組んだことを
契機に，UV 点字の触読性を向上させる点字
触読支援具（図 2）の開発研究を推進してき
た②-⑤ ．UV 点字は晴眼者が読む普通文字（墨
字）と併記が可能であるため，アクセシブル
デザインの理念に適合するツールとして広
く普及している．普及するのと同じくして
UV 点字の品質に関する JIS⑥が制定され，そ
の制定においては筆者の点字の触読性に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 紫外線硬化樹脂インク製点字 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 点字触読支援具 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 浮き出し文字 
 
 
 
 
 
図 4 浮き出し文字を構成する因子である文

字の大きさ 

関する研究を通して得た知見が JISを検討す
る際に参考データとなった．次いで，視覚障
害者が触ることで空間情報が入手可能とな
る触知案内図の表示方法の JISを検討する委
員会において，筆者は委員長を務めた．さら
に，触知案内図では階段や改札口等を示す記
号（触知記号）が用いられているが，触知記
号の触知覚特性を人間工学的に明らかにし
た筆者らの実証データが JIS原案を作成する
過程で参考データとして有効に活用され，
JIS⑦制定に至った経緯がある．これらの規格
は，発効後の改訂も経て，JIS を基とした IS
化に向けて現在調整が進んでいる．こうした
ISO/IECガイド71①に基づく規格策定活動に
おいては，経済産業省の担当部局（JISC）が
事務局的な役割を担っているが，筆者らの研
究活動は規格策定に寄与するものとして今
後も我が国が ISO において当該領域の IS 制
定をリードし続けるうえで，貢献が期待され
ている．一方，筆者らの点字や触知案内図の
触知覚特性の評価研究の成果は，当該領域の
専門者からヒトの触知覚特性の貴重な基礎
データとして学術的にも高く評価され，点
字・触知案内図以外の触知覚特性の評価研究
にも成果が期待されている． 

点字や触知案内図に類似したツールで視
覚障害者が広く利用可能な浮き出し文字に
関しては，JIS を基にした ISO への IS 提案
が次の重要な課題として取り上げられてい
る．浮き出し文字は，図 3 のようにエレベー
ターの階数表示や包装容器の内包物表示等
に実際に適用されつつあるが，IS 化に向けて
は，浮き出し文字の触読性に関する実証デー
タが不十分であり，筆者による浮き出し文字
の触読性に関する客観的な評価研究の推進
が，ISO の国際専門家委員会で IS 制定を目
指すうえで，他国の理解と承認を得るために
は不可欠である． 
 
２．研究の目的 

 
本研究では，浮き出し文字の触読性に関す

る客観的な実証データを国内外において収
集することを目的とする．具体的には，浮き
出し文字を構成する因子である文字の大き
さ（図 4））と触読性の関係を浮き出し文字の
識別実験（図 5）により明らかにする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 浮き出し文字の識別実験の様子 
（識別時間計測装置の原理） 



 

 

３．研究の方法 
 
本研究では，「中途視覚障害者を想定した

晴眼若年者及び高齢者を対象とした浮き出
し文字の触読性評価実験（日本人）」，「視覚
障害者を対象とした浮き出し文字の触読性
評価実験」，「中途視覚障害者を想定した外国
人の晴眼者を対象とした浮き出し文字の触
読性評価実験」に関する研究を推進した．こ
こでは，研究の方法について述べる．なお，
実験は研究倫理の配慮を第一とし，事前に実
験参加者に対して実験内容を説明して同意
が得られた場合にのみ実験に参加してもら
った． 
 
（１）実験Ⅰ：中途視覚障害者を想定した晴

眼若年者及び高齢者を対象とした浮
き出し文字の触読性評価実験（日本
人）  

 
浮き出し文字は，エレベーターの階数表示

ボタン上に付されたり，包装容器の内包物を
示す際に活用されたりするなど急速に普及
しつつある．浮き出し文字は，視覚障害の点
字触読者のみならず，点字の触読が難しい方
でも利用できることから，共用サービスとし
て注目されている．実験Ⅰでは中途視覚障害
者を想定した晴眼若年者及び高齢者を対象
とした浮き出し文字の触読性を評価する．具
体的な実験について，浮き出し文字の構成因
子である文字の大きさ（図 4）と浮き出し文
字の触読性を触読実験によって明らかにす
る．また，若年者と高齢者の浮き出し文字の
触読実験の結果を基に加齢効果の有無も調
べる． 
 
（２）実験Ⅱ：視覚障害者を対象とした浮き

出し文字の触読性評価実験（日本人）  
 
実験Ⅱでは先天盲視覚障害者を対象とし

た浮き出し文字の触読性を評価する．実験に
は，視覚障害者の若年者と高齢者に参加して
もらう．実験の内容は，実験Ⅰと同様で，浮
き出し文字の構成因子である文字の大きさ，
と浮き出し文字の触読性を触読実験によっ
て明らかにする．ここでは，視覚障害者の若
年者と高齢者の浮き出し文字の触読実験の
結果を基に，視覚障害を有する方の加齢効果
の有無やその程度も調べる．また，実験Ⅰと
実験Ⅱの結果から，触読経験の有無が浮き出
し文字の触読性に及ぼす影響を明らかにす
る． 
 
（３）実験Ⅲ：実験Ⅰ及び実験Ⅱの結果を踏

まえた中途視覚障害者を想定した外
国人の晴眼者を対象とした浮き出し
文字の触読性評価実験 

 
実験Ⅲでは，実験Ⅰ及び実験Ⅱの結果を踏

まえた中途視覚障害者を想定した外国人の

晴眼者を対象とした浮き出し文字の触読性
評価実験を行うことで，浮き出し文字の触読
性の国際比較を行う．具体的には，日本に在
住のアジア，欧米などの出身者を被験者とし
て募り，浮き出し文字の触読実験を行う．実
験は，浮き出し文字の構成因子である文字の
大きさと浮き出し文字の触読性の関係を調
べ，実験Ⅰと実験Ⅱの結果を踏まえ，実験条
件を焦点化して実験を行う． 
 
４．研究成果 

 
本研究では，浮き出し文字の触読性に関す

る客観的な実証データを国内外において収
集することを目的とした．具体的には，浮き
出し文字を構成する因子である文字の大き
さと触読性の関係を明らかにした．なお，現
在，これまで行った実験結果の一部は査読付
学術雑誌に掲載済である．また，その他の実
験結果については，学術論文に投稿する準備
を進めている段階である．今後は，今回得た
知見を当該領域の関係者にも紹介しつつ，国
内外の標準規格策定に寄与していきたい．  
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